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本誌の見方 
 
・取り組んだ結果や内容を、ゴシック体で記載している。 
・詳細や考え方、参考資料などを、「トピック」の欄に明朝体で記載している。 
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１．研究テーマを設定する 

 

 

 

※大和小中学校が考える「自己実現力」とは、 

 『自分の個性や適性を認識し、なりたい将来の姿を具体的に表現し、実現のために行動する力』 

 

《トピック１－１：地域におけるキャリア教育について》 

当該地域は、平成26年度に１認定こども園、１小学校、１中学校となった地域である。

ほとんどの児童・生徒はこれまでの人生の大半を、ほぼ同じ集団で生活している。これま

でも、三園校で課題を共有しながら各校で様々な取組を行ってきた。 

 また、小学校では６年間で計画的に故郷大和町の産業や歴史・文化を学ぶ取組を実施

し、中学校では平成30年度から企業との協働による商品開発・販売に取り組むキャリア教

育を進めてきた。 

 令和３年度に、小中が一体的にキャリア教育に取り組むこととなり、共に育てたい資

質・能力を整理し、ルーブリックを作成していく中で、大和町の資源を生かした教育活動

全体を整理してきた。 

 

 

《トピック１－２：資質・能力の変遷について》 

【～令和３年度】                           【令和４年度～】 

三つの柱 大和小 大和中  大和中学校区 

知識及び技能 知識及び技能 知識及び技能  知識及び技能 

思考力、 

判断力、 

表現力等 

 情報活用能力  情報活用能力 

コミュニケーション力 表現力 
 言語能力（伝える） 

 言語能力（聞く） 

学びに向かう力、 

人間性等 

主体性 主体性  主体性 

思いやり 
自己理解・ 

自己肯定感 

 自己理解・ 

他者理解 

※赤字が変更箇所 

 

※令和３年度まで設定していた資質・能力をもとに、育成を目指す資質・能力を再設定した。 

※「情報活用能力」「言語能力」は、学習指導要領（平成 29 年告示）解説総則編に、学習の基盤とな

る資質・能力として例示されている資質・能力である。 

※自分のことだけではなく、他者に関わることも大切にしたいと考え「自己理解・他者理解」を設

定した。 

 

 

自己実現力を高めるキャリア教育の推進について 

～地域・企業との協働的・探究的な学習にむけた、カリキュラムの開発・実践を通して～ 
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２．育成を目指す資質・能力を整理する 

【令和４年度～】 

三つの柱 大和中学校区 

知識及び技能 知識及び技能 

思考力、判断力、表現力等 

情報活用能力 

言語能力（伝える） 

言語能力（聞く） 

学びに向かう力、人間性等 
主体性 

自己理解・他者理解 

 

《トピック２：資質・能力と三つの柱とのつながりについて》 

(1) 「情報活用能力」を構成する資質・能力 

   ・知識・技能 

   ・思考力・判断力・表現力等 

   ・学びに向かう力・人間性等 

【学習指導要領（平成 29 年告示）解説総則編 小 P.51、中 P.52】 

 

(2)  「○○力」とされる汎用的能力には、 

   「思考力・判断力・表現力等」をメインとするもの、 

   「学びに向かう力・人間性等」をメインとするものなど、それぞれに特徴がある。 

                             【深い学び／田村学・著 P.70】 

 

 

(1)、(2)より、「情報活用能力」は、「思考力・判断力・表現力等」をメインとすると整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の資質・能力も同様に考え、整理した。 

 

 

 

 

知
・
技

 

思
・
判
・
表 

学
び
に
向
か
う
力 

情報活用能力 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

学
び
に
向
か
う
力 
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３．育成を目指す資質・能力の系統表を作成する 

【三原市立大和小・中学校が育成を目指す資質・能力 系統表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《トピック３：系統表作成時に参考にした資料など》 

・小学校５、６年生と中学校１年生を同じ内容にし、小・中学校のつながりをもたせた。 

 

・「情報活用能力」については、学習指導要領 総則編「学習の基盤となる資質・能力」にある 

情報活用能力の箇所を参考にしている。 

・「言語能力（伝える）」については、学習指導要領解説 国語編の「話すこと・聞くこと」を参考

にしている。 

・「言語能力（聞く）」については、学習指導要領解説 国語編の「話すこと・聞くこと」を参考に

している。 

・「主体性」については、令和３年度まで大和中学校区で用いていた「主体性」のルーブリックをも

とに作成した。 

・「自己理解・他者理解」については、キャリア教育の手引きを参考にしている。 
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４．育成を目指す資質・能力と基礎的・汎用的能力とのつながりを整理する 

○ 左側の資質・能力と右側の基礎的・汎用的能力をバラバラのものとするのではなく、キャリア教

育の実践がより効果的な取り組みとなるよう、そのつながりを整理した。 

整理したことで、１つの取組でどちらの力も育成できると考えた。 
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《トピック４：各資質・能力と基礎的・汎用的能力とのつながりについて》 

(1) 情報活用能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 言語能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※何かの計画立案をする際には誰かに説明することがあるので、課題対応能力ともつなげた。 
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(3) 主体性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 自己理解・他者理解 
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５．育成を目指す資質・能力のルーブリックを作成する 

○「系統表（３で作成）」を尺度の３として、ルーブリックの作成をする。 

 

○「情報活用能力」については、学習指導要領 総則編「学習の基盤となる資質・能力」にある 

情報活用能力の箇所を参考にしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「言語能力（伝える）」については、学習指導要領解説 国語編の「話すこと・聞くこと」を参考に

している。 
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○「言語能力（聞く）」については、学習指導要領解説 国語編の「話すこと・聞くこと」を参考にして

いる。また、中学校第２、３学年は、言語能力（伝える）との関連性をもたせている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「主体性」については、令和３年度まで大和中学校区で用いていた「主体性」のルーブリックをも

とに作成した。 
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○「自己理解・他者理解」については、キャリア教育の手引きを参考にしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《トピック５：各ルーブリックの尺度について》 

(1) 「情報活用能力」「言語能力」といった技能的な側面をもった資質・能力は、尺度の３を基準

に、評価する内容を付け加えたり、減らしたりした。 

 

(2) 「主体性」「自己理解・他者理解」といった、生徒の内面を評価するものについては、全体で７つ

の尺度とした。 
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６．各教科における資質・能力のルーブリックを作成する 

○５で作成したルーブリックは、主に、総合的な学習の時間、特別活動、学校行事などで活用するこ

とができる。 

○５で作成したルーブリックをもとに、各教科においても評価できるように、各教科における資質・

能力のルーブリックを作成する。 

 ※ただし、全教科・全単元で作成するとルーブリックだらけになるので、研究授業時などに作成す

るとよい。 

○これから紹介する各教科における資質・能力のルーブリックは、参考となる具体例である。 
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算数・数学では、式や答えのみを聞いているを「２」、式や答えと導いた考え方も聞いてい

るを「３」、考えを聞いたことをまとめていたら「４」とし、汎用性を高くすることも考えた

が、これは教科の力を育成しているとは考えにくい。 

教科で付ける力をみとるためにルーブリックを作成することを目的としているため、伝える

ことがメインとなり、聞くことをメインとしていない算数・数学では、「言語能力：聞く」を

評価基準にいれることは適さないのではないかと考えた。 

同様に、「言語能力：聞く」を評価基準にすることが適さない教科があると考えられる。 
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・「自己理解・他者理解」は、生活科以外の各教科におけるルーブリックの作成は難しいと考え

た。 

・小３以上の学年では、従来のルーブリックで総合的な学習の時間を中心にみとるようにする。 
・全学年、特別活動でも活用することができる。 
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７．地域・産業界と連携する 

【地域との連携のイメージ図：この図はＲ５年度用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連携について】 

○年度始めに、「地域法人おせっかいさん」と打合せをし、年間計画の確認をする。 

○「地域法人おせっかいさん」を通じて、協働する企業との調整や、講師（ポスター制作・ラジオＣ

Ｍなど）への依頼をして頂く。 

○日常的に、Google のドライブを利用して情報共有をする。 

※「地域法人おせっかいさん」は、保護者（元大和町全域地域支援員、元大和町観光協会）や地元企

業の代表取締役、大和中学校卒業生で構成されている。 

 

《トピック７：連携のポイント》 

・講師を依頼するときは、その取組が始まる前である。そこで、児童・生徒の発言をある程度予測

したり、導いたりすることが必要となる。取組が進むにつれ、児童・生徒の思いや考えで、取組

内容が追加・変更になることがある。 

・お互いの考えや思いを共有することが大事である（Win-Win の関係になるようにする）。 

・すべてを丸投げするのではなく、地域にお願いしたいことと学校側が行うこととを明確にする。 
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８．育成を目指す資質・能力を共有する 

【教員間での共有】 

○４月   ：職員会議で共有する（各学校）。 

○夏季休業中：中学校区の学校で共有する。 

 

【児童・生徒との共有】 

 ○４月：総合的な学習の時間や生活科などで共有する。 

 ○「系統表（３で作成）」と「ルーブリック（５で作成）」と 

を両面印刷したものを、机の横にかけ、いつでも振り返る 

ことができるようにする。 

 

 

《トピック８－１：育成を目指す資質・能力を共有することの良さ》 

・４月の総合的な学習の時間に、生徒と学年の教員とで系統表とルーブリックを確認することで、生

徒・教員で共通認識を持つことができる。そのため、生徒にとっては、「今の自分はどのようなこと

ができていて、どのようなことを頑張ればよいのか」、教員にとっては「生徒にどのような力がつい

ていて、これからどのような力を育成していかなければならないのか」が明確になる。 

 

 

《トピック８－２：育成を目指す資質・能力を意識した生徒のエピソード》 

【主体性の例】 

・掃除や部活動の際に、周りを待たずに、自分だけ一生懸命していた中学１年生の生徒が、「今の僕

は、主体性の『２』でしたね。」と自分自身を振り返り、教師に話しかけてくる、ということがあっ

た。 

 

 

９．育成を目指す資質・能力を評価する 

【児童・生徒による自己評価】 

 ○年度始め、単元終了後、年度終わりの少なくとも３回は、全資質・能力について自己評価を行

う。 

 ○総合的な学習の時間や生活科は、ほぼ毎時間自分が発揮したと思う資質・能力について自己評価

を行う。 

 

【教員による評価（記載）】 

 ○単元終了後または年度終わりに評価（記載）を行う。 

  児童・生徒の取組の様子や児童・生徒が記載した内容をもとに評価（記載）を行う。 

 ○総合的な学習の時間や生活科は、ほぼ毎時間児童・生徒の取組の様子や児童・生徒が記載した内

容をもとに評価を行い、次の取組時に活用できるようにする。 


